
一
七
（
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）

一
　
は
じ
め
に

　

か
つ
て
新
潟
下
越
地
方
を
治
め
た
溝
口
家
は
初
代
藩
主
秀
勝
以
降
、
転
封
も
な
く

明
治
維
新
を
迎
え
、
維
新
後
に
は
伯
爵
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
。

　

歴
代
藩
主
の
う
ち
、
四
代
藩
主
溝
口
重
雄
（
一
六
三
三

－

一
七
〇
八
）、
十
代
藩

主
直
諒
（
一
七
九
九

－

一
八
五
八
）
は
石
州
流
の
茶
の
湯
を
嗜
み
、
三
代
藩
主
宣
直

（
一
六
〇
五

－

一
六
七
六
）
は
藤
原
定
家
墨
蹟
を
入
手（３
）し
て
お
り
、
溝
口
家
は
多
く

の
道
具
を
蒐
集
し
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
研
究
で
は
、
溝
口
家
蔵
帳
を
起
点
に
、
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
る

作
品
お
よ
び
、
蔵
帳
に
は
所
載
さ
れ
な
い
も
の
の
同
家
伝
来
品
と
す
る
作
品
を
紹
介

し
て
き
た
。
溝
口
家
の
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
る
多
く
の
美
術
品
中
、
茶
の
湯
で
使
用
さ

れ
る
道
具
の
う
ち
に
は
十
代
藩
主
溝
口
直
諒
に
よ
る
箱
墨
書
や
添
状
が
あ
る
作
品
が

多
く
存
在
す
る
。溝
口
家
の
茶
の
湯
も
含
め
た
文
化
的
活
動
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、

同
家
旧
蔵
の
美
術
品
や
、
直
諒
に
よ
る
箱
墨
書
や
添
状
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
新

た
な
資
料
に
な
り
う
る
と
考
え
る
。

　
『
文
化
情
報
学
（
第
九
巻
第
二
号
）』
に
お
い
て
は
、
溝
口
家
の
茶
道
具
蔵
帳
で
あ

る
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
に
注
目
し
、
翻
刻
し
て
合
致
す
る
作
品
を
紹
介
し
て
き
た
。

そ
の
う
ち
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
る
作
品
で
は
古
瀬
戸
茶
入
銘
《
溝
口
胴
高
》（
個
人
蔵
）、

瀬
戸
茶
入
銘
《
大
概
》、
中
興
名
物
茶
入
銘
《
蛍
》（
畠
山
記
念
館
）、
伯
庵
茶
碗
銘

《
宗
節
》（
泉
屋
博
古
館
分
館
蔵
）
な
ど
が
あ
り
、
今
日
で
も
価
値
の
高
い
作
品
を
所

資
料
紹
介

　
　
　
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具
拾
遺
（
二
）

宮
　
武
　
慶
　
之

　
『
文
化
情
報
学
（
第
九
巻
第
二
号
）』
で
は
、
溝
口
家
の
茶
道
具
蔵
帳
で
あ
る
『
新
発
田
御
道
具
帳
』（
新
発
田
市
立
図
書
館
蔵
）
を
翻
刻
し
、
合
致
す
る
作
品
を
紹

介
し
た（
１
）。
ま
た
『
文
化
情
報
学
（
第
十
一
巻
第
一
号
）』
で
は
、
そ
の
後
の
調
査
か
ら
、
新
た
に
溝
口
家
伝
来
品
と
判
明
し
た
作
品
と
、
蔵
帳
で
の
所
載
は
確
認
さ
れ

な
い
も
の
の
同
家
伝
来
品
と
す
る
作
品
を
紹
介
し
た（

２
）。

　

本
稿
で
は
、
引
き
続
き
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
る
作
品
お
よ
び
、
蔵
帳
で
の
所
載
が
確
認
さ
れ
な
い
も
の
の
同
家
伝
来
品
と
す
る
作
品
を
紹
介
す
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で

に
紹
介
し
た
同
家
伝
来
品
に
は
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
が
あ
っ
た
。
蔵
印
は
三
種
類
が
確
認
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
も
併
せ
て
紹
介
す
る
。
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蔵
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
『
文
化
情
報
学
（
第
十
一
巻
第
一
号
）』
に
お
い
て
は
、
扇
面
蒔
絵
香
合
（
根
津
美

術
館
蔵
）、
桜
鯉
香
合
（
個
人
蔵
）
な
ど
の
作
品
が
同
家
伝
来
品
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

そ
の
後
も
引
き
続
き
調
査
を
継
続
し
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
溝
口
家
伝
来
品
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
作
品
が
多
数
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
は
野
村
美
術
館
が
所
蔵
す
る
高

麗
堅
手
鉢
子
茶
碗
銘《
白
妙
》、
時
代
菊
蒔
絵
棗（
個
人
蔵
）、
古
芦
屋
霰
真
形
釜（
個

人
蔵
）、
若
狭
盆
（
個
人
蔵
）
で
あ
る
。
ま
た
同
家
伝
来
品
と
考
え
ら
れ
、
売
立
目

録
に
お
い
て
所
載
が
確
認
さ
れ
る
作
品
と
し
て
瓢
炭
斗
石
州
在
判
、
片
桐
石
州
作
赤

楽
茶
碗
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
紹
介
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
蔵
印
に
も
注
目
す
る
。

溝
口
家
の
所
蔵
し
た
作
品
に
は
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

蔵
印
は
箱
甲
部
、
側
面
、
覆
紙
の
い
ず
れ
か
一
カ
所
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

同
家
旧
蔵
品
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
蔵
印
に
は
輪
郭
線
が
異
な
る
三
種
類

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
蔵
印
の
周
辺
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

本
稿
で
は
、
新
た
に
所
在
が
判
明
し
た
溝
口
家
旧
蔵
品
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

三
種
類
の
蔵
印
に
つ
い
て
も
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
る
作
品

①
高
麗
堅
手
鉢
子
茶
碗
銘
《
白
妙
》（
野
村
美
術
館
蔵
。
図
１
）

　

野
村
美
術
館
が
所
蔵
す
る
高
麗
堅
手
鉢
子
茶
碗
で
、
銘
を
白
妙
と
い
う
。
こ
れ
ま

で
本
碗
は
『
野
村
美
術
館
名
品
図
録
』（
野
村
文
華
財
団
、
一
九
八
四
）
に
お
い
て

紹
介
さ
れ
る
も
、
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
４
）。
そ
こ
で
、
同

館
の
協
力
の
も
と
調
査
を
行
っ

た
。

　

堅
手
と
は『
原
色
茶
道
大
辞
典
』

（
淡
交
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ

れ
ば
「
朝
鮮
茶
碗
の
一
種
。
李
朝

前
期
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
。
井

戸
や
熊
川
と
違
っ
て
磁
器
質
で
、

土
・
釉
と
も
に
堅
い
感
じ
が
す
る

た
め
、
堅
手
と
呼
ん
だ
も
の
ら
し

い
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
堅
手
の

鉢
手
と
は
『
茶
器
名
物
図
彙
』
に

よ
る
と
、
元
来
は
鉢
だ
け
で
茶
碗

は
作
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
小
さ
い
物
を
茶
碗
に
転
用
し
た
も
の
と
さ
れ
る
（
５
）。

　

拝
見
し
た
と
こ
ろ
総
体
に
磁
器
質
で
、
見
込
み
の
目
跡
は
六
ツ
み
ら
れ
、
全
体
に

ピ
ン
ク
色
に
な
っ
た
部
分
や
鹿
子
状
の
斑
点
と
な
っ
た
箇
所
が
あ
る
。
茶
碗
の
総
体

は
椀
形
で
、
外
側
に
轆
轤
目
の
跡
が
み
ら
れ
る
。
高
台
は
竹
節
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
内
部
お
よ
び
周
辺
に
は
形
成
時
、
篦
に
よ
っ
て
で
き
た
縮
緬
皺
が
み
ら
れ
、
一
つ

の
見
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

茶
碗
を
収
納
す
る
仕
服
は
表
地
が
入
子
龍
卍
紋
緞
子
、
裏
地
は
金
地
繻
子
で
、
朱

墨
で
「
白
た
へ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

挽
家
は
松
平
妙
関
（
康
福
。
一
六
八
六

－

一
七
四
六
）
が
好
ん
だ
周
防
箱
で
あ

る（６
）。
こ
の
周
防
箱
を
包
む
風
呂
敷
が
付
属
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
収
納
す
る
外
箱
は
桐
で
、
箱
甲
部
に
は
小
堀
宗
中
（
一
七
八
六

－一
八
六
七
）

図1　高麗堅手鉢子茶碗銘《白妙》
（野村美術館蔵）
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に
よ
り
墨
書
で

　
　

白
妙　

堅
手

と
あ
る
。　

　

外
箱
の
覆
紙
に
は
「
秘
」
お
よ
び
、
溝
口
家
の
所
蔵
品
を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵

物
品
」
の
蔵
印
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

　

蔵
帳
中
、
白
妙
の
茶
碗
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
「
御
茶
碗
之
部
」
に
は

　　

一　

高
麗
鉢
手
茶
碗　

銘
白
妙　

箱
書
宗
中

と
あ
り
合
致
す
る
（
７
）。

　

と
こ
ろ
で
現
在
、
個
人
が
所
蔵
す
る
小
堀
宗
中
筆
溝
口
直
諒
追
憶
歌
三
首
《
雪
月

花
》
が
あ
る
。
こ
の
三
幅
対
は
、
直
諒
没
後
に
宗
中
が
次
代
で
あ
る
藩
主
、
直
溥

（
一
八
一
九

－

一
八
七
四
）に
追
憶
歌
三
首
を
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。歌
の
為
書
に
は
、

在
り
し
日
の
直
諒
と
の
交
友
が
茶
会
を
交
え
て
書
か
れ
て
、
雪
月
花
に
因
ん
だ
三
首

が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。『
文
化
情
報
学
（
第
十
一
巻
第
一
号
）』
で
は
《
花
》
に
注
目

し
た
。

　
《
花
》
に
は
文
久
二
年
の
茶
会
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
三
幅
が
書

か
れ
た
年
代
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
以
降
と
な
る
。

　

本
稿
で
は
《
雪
》（
図
２
）
に
注
目
す
る
。《
雪
》
幅
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。

　
　

雪
の
御
会
と
て
霜
月 

宗
中 

宗
本 

篷
露

　
　

三
人
ま
て
一
会
に
め
さ
れ
け
る
な
り

　
　

御
宝
な
る
白
た
へ
の
う
つ
は
を
は
し
め

　
　

名
物
そ
ろ
へ
の
御
会
な
り
け
れ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
中

　
　

白
た
へ
の
う
つ
は
に
も
お
も
ふ
い
つ
く
し
ミ

　
　

つ
も
り
つ
も
れ
る
雪
の
ふ
か
さ
を

　

記
述
か
ら
、
直
諒
が
開
催
し
た
雪
を
趣
向
に
し
た
茶
会
に
小
堀
宗
中
と
そ
の
子
ら

で
あ
る
宗
本
（
一
八
一
三

－

一
八
六
四
）、
篷
露
（
一
八
一
六

－

一
八
七
六
）
の
親

子
が
招
か
れ
た
。
文
中
に
「
三
人
ま
て
一
会
に
め
さ
れ
け
る
な
り
」
と
書
か
れ
る
こ

と
か
ら
三
人
一
緒
に
招
か
れ
る

茶
会
は
数
少
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
当
日
の
茶
会
で
は
、

溝
口
家
で
重
宝
と
さ
れ
た
「
白

妙
」
の
器
を
は
じ
め
、
多
数
の

名
物
道
具
が
使
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
《
白
妙
》
の
茶
碗
は
「
御
宝

な
る
」
と
さ
れ
、
文
中
の
名

物
道
具
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の

の
、
直
諒
は
重
宝
と
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

溝
口
家
の
蔵
帳
に
お
い
て
白

図2　小堀宗中筆溝口直諒追憶歌三首《雪月花》のうち《雪》
（個人蔵）
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妙
を
銘
と
す
る
茶
碗
は
本
碗
の
み
で
あ
り
、
本
幅
で
述
べ
ら
れ
る
茶
碗
は
野
村
美
術

館
蔵
品
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
時
代
菊
蒔
絵
棗
（
個
人
蔵
。
図
３
）

　

現
在
、
個
人
が
所
蔵
す
る
時
代
菊

蒔
絵
棗
で
あ
る
。
棗
の
形
は
大
棗
よ

り
も
若
干
大
き
く
、
や
や
平
た
い
印

象
を
受
け
る
。
真
塗
と
な
っ
た
部
分

が
あ
る
が
経
年
変
化
に
よ
り
赤
み
を

増
し
て
い
る
。
金
で
菊
の
蒔
絵
が
な

さ
れ
、
花
弁
は
粉
溜
に
な
っ
た
部
分

や
高
蒔
絵
に
な
っ
て
い
る
。葉
の
部
分
に
注
目
す
る
と
二
カ
所
は
銀
板
を
棗
に
貼
り
、

金
蒔
絵
が
施
さ
れ
て
お
り
、
質
感
の
変
化
を
狙
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
内
側
は

梨
地
で
あ
る
。

　

箱
甲
部
（
図
４
）
に
は

　
　

時
代
菊
蒔
絵
棗

と
あ
り
、
筆
跡
か
ら
溝
口
直
諒
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
箱
甲

の
左
下
部
分
に
は
溝
口
家
の
旧
蔵
品

を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の

蔵
印
が
確
認
で
き
る
。

　

溝
口
家
の
茶
道
具
の
蔵
帳
で
あ
る
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
に
は

　
　
　

見
廟
御
箱
書

　
　

一　

時
代
菊
蒔
繪
棗　

袋
唐
物
と
ん
す

が
あ
る
。
直
諒
の
法
名
が
見
竜
院
殿
徳
巌

寿
松
大
居
士
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
見
廟

と
は
直
諒
の
こ
と
を
指
し
、
本
棗
に
該
当

す
る
。
な
お
、
蔵
帳
で
は
唐
物
緞
子
の
仕

服
が
付
属
す
る
と
さ
れ
る
が
、
現
在
、
付

属
し
て
い
な
い
。

③
瓢
炭
斗
石
州
在
判
（
図
５
）

　

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）、
溝
口

家
は
両
国
の
料
亭
中
村
楼
に
お
い
て
売
立

を
行
っ
て
い
る
（
８
）。
当
日
は
片
桐
石
州
（
貞

昌
。
一
六
〇
五

－

一
六
七
三
）
在
判
の
瓢

炭
斗
が
出
品
さ
れ
た
。
そ
こ
で
溝
口
家
の

蔵
帳
を
み
て
み
る
と
「
御
炭
斗
之
部
」
に

　
　

一　

瓢
炭
斗　

石
州
公
在
判　
　

箱
書
松
平
周
防
守
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

并
御
添
書
極
書
共
三
通

と
し
て
所
載
さ
れ
る
。
こ
れ
は
瓢
の
上
部
を
切
り
炭
斗
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
松
山
吟
松
庵
に
よ
る
美
術
品
移
動
の
記
録
で
あ
る
『
つ
れ
づ
れ
の
友
』

（
個
人
蔵
）
で
は
、
溝
口
家
の
売
立
に
お
い
て
出
品
さ
れ
た
瓢
炭
斗
に
つ
い
て
以
下

図3　時代菊蒔絵棗（個人蔵）図4　箱甲部の画像

図5　瓢炭斗石州在判
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の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

  

井
上

　

一
瓢　

炭
斗　

石
州
書
付　
　
　

三
十
三
円
三
十
三
銭　

　

記
述
か
ら
瓢
炭
斗
を
購
入
し
た
の
は
井
上
馨
（
一
八
三
六

－

一
九
一
五
）
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
（
９
）。

　

井
上
馨
家
で
は
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
一
月
九
日
に
東
京
美
術
倶
楽
部
で

売
立
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
売
立
目
録
が
『
井
上
侯
爵
家
御
蔵
品
入
札
』
で

あ
る
（
（（
（

。
同
書
中
に
は

　
　

二
三
六　

瓢
炭
斗　

石
州
在
判　

蓋
箱
書　

妙
関

と
い
う
記
述
と
図
版
（
図
５
）
が
掲
載
さ
れ
る
。

　

図
版
か
ら
収
納
す
る
箱
も
瓢
の
上
部
に
あ
わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

箱
墨
書
の
筆
者
が
松
平
妙
関
と
さ
れ
る
。
妙
関
は
自
分
の
好
み
の
次
第
を
整
え
、

周
防
箱
と
よ
ば
れ
る
塗
箱
や
包
み
に
墨
書
を
認
め
る
な
ど
所
蔵
品
の
次
第
を
整
え

た
。
こ
の
箱
も
妙
関
に
よ
る
好
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

④ 

片
桐
石
州
作
赤
楽
茶
碗
（
図
６
）

　

蔵
帳
中
、「
御
茶
碗
之
部
」
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　

御
贔
屓
入
珎
箱
御
秘
蔵

　
　

一　

石
州
手
造
赤
楽
茶
碗　
　

片
桐
貞
昌
手
造
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

箱
書
松
平
周
防
守
康
福

　

こ
の
茶
碗
は
、
片
桐
石
州
に
よ
る
手
造
の
赤
楽
茶
碗
で
あ
る
。
石
州
は
一
畳
半
の

秘
伝
に
お
い
て
赤
楽
茶
碗
を
用
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
本
碗
は
石
州
の
茶
の
湯

を
考
え
る
上
で
も
自
作
の
茶
碗
が
あ
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。

　

茶
碗
に
は
彫
判
か
漆
に
よ
る
在
判
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
花
押
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
箱
書
は
松
平
周
防
守
康
福

（
妙
関
）
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
碗
を
収
納
す
る
挽
家
も
し
く

は
外
箱
は
、
周
防
箱
で
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
赤
星
弥
之
助

（
一
八
五
三

－一
九
〇
四
）の
没
後
、

同
家
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

に
三
回
の
売
立
を
東
京
美
術
倶

楽
部
で
行
っ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
第
二
回
目
の
売
立
が
同
年
十

月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
。
そ
の

と
き
の
売
立
目
録
が
『
第
二
回

赤
星
家
所
蔵
品
入
札
』
で
あ
る
（
（（
（

。

同
書
中
に
は

　

一
七
七　

石
州
侯
手
造
赤
茶
碗　

箱
松
平
周
防
守

と
い
う
作
品
記
述
と
図
版
（
図
６
）
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
石
州
自
作
の

茶
碗
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
赤
星
家
の
売
立
目
録
の
記
述
を
み
て
み
る
と 図6　片桐石州作赤楽茶碗
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茶
碗
の
作
者
、
箱
書
の
筆
者
と
も
に
蔵
帳
の
記
載
と
合
致
す
る
。
溝
口
家
か
ら
流
出

し
て
か
ら
は
赤
星
弥
之
助
が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
茶
碗
が
入
手
し
た
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
赤
星
弥
之
助
は
溝
口
家
の
売

立
に
お
い
て
《
溝
口
胴
高
》（
個
人
蔵
）、
大
瀬
戸
茶
入
銘
《
徳
永
》（
個
人
蔵
）、
閑

極
法
雲
・
東
澗
道
洵
両
筆
墨
蹟
（
個
人
蔵
）
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
（（
（

。

二
　
蔵
帳
で
の
所
載
が
確
認
さ
れ
な
い
作
品

　

溝
口
家
の
蔵
帳
中
、
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
な
い
作
品
で
は
花
入
と
香
合
、
炭
道
具
な

ど
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
『
文
化
情
報
学
（
第
十
一
巻
第
一
号
）』
で
紹
介
し
た
。

そ
の
後
の
調
査
か
ら
、
同
家
伝
来
品
と
す
る
も
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
な
い
作
品
が
あ
っ

た
た
め
こ
こ
で
紹
介
す
る
。

①
古
芦
屋
霰
真
形
釜
（
個
人
蔵
。
図
７
）

　

桃
山
時
代
以
前
に
筑
前
の
葦
屋
あ
た
り
で
制
作
さ
れ
た
釜
を
古
芦
屋
と
い
う
。
そ

の
特
徴
は
、
肌
は
絹
肌
も
し
く
は
鯰
肌
で
、
や
や
紫
が
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た

獅
子
や
松
竹
梅
等
の
地
紋
が
あ
る
作
品
が
多
く
、
一
部
に
は
霰
の
あ
る
作
品
や
無
紋

の
作
品
も
あ
る
。
ま
た
鐶
付
は
獅
子
も
し
く
は
鬼
面
で
、
彫
り
の
深
い
面
構
え
で
あ

る
。

　

本
釜
を
み
て
み
る
と
、
古
芦
屋
の
作
例
に
共
通
し
て
お
り
、
霰
も
先
端
が
や
や
丸

く
な
っ
て
お
り
、
均
一
に
鋳
出
さ
れ
、
技
術
力
の
高
さ
を
み
せ
て
い
る
。
蓋
は
一
文

字
で
、
表
面
に
漆
を
塗
っ
て
、
よ
く
焼
成
さ
れ
た
た
め
焦
げ
が
景
色
と
な
っ
て
い

る
。
摘
は
梅
、
座
を
桜
と
す
る
。
羽
落
部
分
も
、
芦
屋
の
肌
の
特
徴
が
よ
く
現
れ
て

い
る
。

　

箱
甲
の
（
図
８
）
右
側
に
は
墨
書

で
「
芦
屋　

真
形
釜
」
と
あ
り
、
左

側
下
部
に
は
溝
口
家
の
旧
蔵
品
を
示

す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印

が
あ
る
。
ま
た
、
箱
側
面
に
は
後
世

の
貼
紙
も
貼
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
釜

の
銘
を
「
飛
来
山
」
と
し
て
い
る
。

　
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
に
は
「
釜

之
部
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
も
の
の
、

本
釜
は
所
載
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
な
い
釜

も
多
数
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
研
究

で
は
、
釜
に
つ
い
て
は
売
立
目
録
か

ら
一
点
の
み
確
認
し
た
が
、
現
存
す

る
同
家
伝
来
品
の
釜
は
、
今
回
が
初

め
て
の
紹
介
と
な
る
。

②
若
狭
盆
（
個
人
蔵
。
図
９
）

　

若
狭
盆
と
は
内
側
が
朱
、
裏
面
が

青
漆
で
塗
ら
れ
た
四
方
盆
の
こ
と

で
、
か
つ
て
若
狭
の
国
に
渡
来
し
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
名
が
あ
る
。

　

本
作
は
、
四
カ
所
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
古
作
の
若
狭
盆
に
み
ら
れ 図7　古芦屋霰真形釜（個人蔵）および鐶付図8　箱甲
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る
特
徴
で
、
竹
釘
が
打
た
れ
て
い
る
た
め
と
さ
れ
、
経
年
変
化
に
よ
っ
て
亀
裂
が
生

じ
た
も
の
で
あ
る
。
古
来
よ
り
、
こ
の
手
の
若
狭
盆
は
珍
重
さ
れ
て
き
て
お
り
、
松

平
不
昧
に
よ
る
『
古
今
名
物
類
聚
』

「
盆
名
物
」
の
項
を
み
て
み
る
と
九

枚
の
盆
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
そ
の
う

ち
七
枚
が
若
狭
盆
で
あ
り
、
当
時
は

名
物
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

　

本
盆
を
実
際
に
手
に
と
っ
て
み
る

と
重
量
感
が
あ
り
、
裏
面
に
は
畳
付

が
四
カ
所
あ
る
。
裏
面
は
青
み
を
帯

び
た
塗
で
あ
り
、
元
時
代
の
作
と
推

定
さ
れ
る
。

　

箱
甲
（
図
10
）
に
は
墨
書
、
隷
書

体
で
「
若
狭
盆
」
と
あ
り
、
古
筆
了

任
（
一
六
一
〇

－

一
六
七
三
）
の

極
札
か
ら
東
皐
心
越
（
一
六
三
九

－

一
六
九
六
）に
よ
る
筆
跡
と
さ
れ
る
。

　

箱
甲
に
は
溝
口
家
の
旧
蔵
品
を
示

す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印

が
あ
る
。
ま
た
そ
の
上
に
は
丸
印
で

「
早
春
」
と
書
か
れ
た
印
が
あ
る
。

　

溝
口
家
の
蔵
帳
に
は
盆
の
項
目
は

な
い
も
の
の
、
同
家
伝
来
品
で
あ

り
、
主
要
な
名
物
茶
入
ま
た
は
香
炉
な
ど
を
置
く
盆
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
京
都
市
美
術
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
古
美
術
展
覧
会
が
あ
る
。
同
年
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会

で
は
、
初
め
て
海
外
か
ら
も
出
品
が
な
さ
れ
、
事
実
上
日
本
で
初
め
て
の
万
国
博
覧

会
と
な
っ
た
。
京
都
で
も
関
連
の
行
事
と
し
て
古
美
術
展
覧
会
（
京
都
美
術
協
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
た
（
（（
（

。

　

同
展
に
溝
口
家
は
多
数
の
所
蔵
品
を
出
品
し
て
い
る
（
（（
（

。
そ
の
う
ち
盆
と
し
て
出
品

さ
れ
た
作
品
を
み
て
み
る
と
、
抹
茶
席
飾
で
は
中
興
名
物
茶
入
銘
《
蛍
》（
畠
山
記

念
館
蔵
）
を
載
せ
た
「
朱
塗
盆
」、
床
の
間
に
飾
ら
れ
た
青
磁
七
層
塔
香
炉
を
載
せ

た
「
曲
輪
盆
」
が
あ
る
。
ま
た
、
髹
漆
蒔
絵
器
具
類
の
席
で
は
「
堆
黒
丸
盆
」
と
「
若

狭
塗
盆
」
の
二
点
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。

　

出
品
さ
れ
た
「
若
狭
塗
盆
」
と
は
本
盆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
同
家
の
主
要
な
道

具
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
　
溝
口
家
の
蔵
印
に
つ
い
て

　

溝
口
家
の
伝
来
品
と
す
る
作
品
中
、
特
に
掛
物
や
茶
道
具
に
は
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵

物
品
」
の
蔵
印
が
貼
ら
れ
て
い
て
、
箱
本
体
の
側
面
ま
た
蓋
の
甲
部
に
貼
ら
れ
る
場

合
と
、
覆
紙
に
貼
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
溝
口
家
旧
蔵
品
調
査
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
蔵
印
は
三
種

類
の
輪
郭
線
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

箱
な
ど
に
貼
ら
れ
て
い
る
蔵
印
を
み
て
い
る
と
、
大
抵
の
作
品
に
貼
ら
れ
る
蔵
印

は
、
輪
郭
の
四
隅
が
四
角
お
よ
び
Ｖ
の
字
を
上
下
に
し
て
繋
い
で
い
る
（
図
11
）。

図9　若狭盆（個人蔵）図10　箱甲
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次
に
多
く
み
ら
れ
た
蔵
印

は
、
輪
郭
線
は
二
重
線
で

四
隅
が
花
柄
に
な
っ
て
い

る
（
図
12
）。
こ
の
蔵
印

は
先
号
で
紹
介
し
た
南
蛮

砂
張
香
箸
（
個
人
蔵
）
に

み
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、

現
時
点
で
は
一
件
が
確
認

さ
れ
る
蔵
印
で
は
、
輪
郭

線
が
一
本
線
に
な
っ
て
い

る
（
図
13
）。
こ
の
蔵
印

が
貼
ら
れ
る
作
品
は
呉
須

六
角
台
牛
香
合（
個
人
蔵
）

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
今
回
の
調
査

で
明
ら
か
と
な
っ
た
若
狭

盆（
個
人
蔵
）の
蔵
印（
図

14
）に
注
目
し
て
み
る
と
、

そ
の
輪
郭
線
は
切
手
の
よ

う
な
目
打
ち
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
蔵
印
の
輪
郭
の
余

白
を
刀
で
切
っ
た
よ
う
な

場
合
が
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
蔵
印
と
共
に

貼
ら
れ
た
印
と
し
て
「
秘
」

の
蔵
印
（
図
15
）
が
あ

る
。
こ
れ
は
古
瀬
戸
茶
入

銘
《
溝
口
胴
高
》（
個
人

蔵
）、
大
燈
国
師
墨
蹟
《
日

山
之
賦
》（
個
人
蔵
）
（
（（
（

、
呉

須
水
鳥
香
合
（
個
人
蔵
）

に
み
ら
れ
た
。《
溝
口
胴

高
》
は
重
雄
に
よ
っ
て
入

手
さ
れ
て
以
後
、
溝
口
家

に
伝
来
し
た
道
具
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
大
燈
国
師
墨

蹟
《
日
山
之
賦
》（
個
人

蔵
）
は
直
諒
が
入
手
し
た

墨
蹟
で
「
秘
」
の
蔵
印
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
家
祖
伝
来
の
道
具
や

自
身
が
所
蔵
し
た
道
具
中
、
特
に
重
要
視
し
た
作
品
に
貼
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
（
（（
（

。「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
お
よ
び
「
秘
」
の
蔵
印
の
経
年
変
化
に
よ
る
損
傷

が
同
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
上
の
蔵
印
は
十
代
藩
主
直
諒
の
時
代
に
な
っ
て
貼

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
同
人
の
時
代
に
所
蔵
品
の
整
理
分
類
が
行

わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
蔵
帳
中
に
は
親
交
の

あ
っ
た
小
堀
宗
中
（
一
七
八
六

－

一
八
六
七
）、
宗
本
（
一
八
一
三

－

一
八
六
四
）、
篷

露
（
一
八
一
六

－

一
八
七
六
）、
吉
村
観
阿
（
一
七
六
五

－

一
八
四
八
）
に
よ
る
箱
書

図11　「碧雲山房蓄蔵物品」の蔵印
古瀬戸茶入銘《溝口胴高》（個人蔵）

の箱側面より
図12　輪郭線が二本となった蔵印
南蛮砂張香箸（個人蔵）の箱より

図13　輪郭線が一本となった蔵印
呉須六角台牛香合（個人蔵）の箱

甲より

図14　若狭盆（個人蔵）の蔵印（拡大）図15　秘の蔵印
高麗堅手鉢子茶碗銘《白妙》
（野村美術館蔵）の覆紙より
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十
一
巻
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）

二
五
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）

が
多
く
存
在
し
て
い
る
。

　

蔵
印
が
三
種
類
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
直
諒
の
時
代
の
整
理
分
類
の
時
期
の
異
な
り

を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
を
考
え
る
と
、
当
初
は
輪
郭
線
が
一
本
に

な
っ
た
蔵
印
を
使
用
し
、
そ
の
後
、
輪
郭
の
四
隅
が
四
角
お
よ
び
Ｖ
の
字
を
上
下
に

し
て
繋
い
だ
蔵
印
や
、
輪
郭
線
が
二
重
線
に
な
り
四
隅
が
花
柄
に
な
っ
た
蔵
印
（
図

12
）
を
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
む
す
び

　

本
稿
で
は
、
新
た
に
溝
口
家
伝
来
品
と
し
て
現
存
す
る
作
品
で
は
高
麗
堅
手
鉢
子

茶
碗
銘
《
白
妙
》（
野
村
美
術
館
蔵
）、
時
代
菊
蒔
絵
棗
（
個
人
蔵
）、
古
芦
屋
霰
真

形
釜
（
個
人
蔵
）、
若
狭
盆
（
個
人
蔵
）
が
あ
っ
た
。
ま
た
売
立
目
録
か
ら
同
家
伝

来
品
と
し
て
瓢
炭
斗
石
州
在
判
、
片
桐
石
州
作
赤
楽
茶
碗
を
紹
介
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
溝
口
家
の
蔵
印
で
あ
る
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵

印
に
は
三
種
類
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

同
家
伝
来
品
の
整
理
は
直
諒
の
時
代
に
行
わ
れ
、
蔵
印
も
そ
の
当
時
に
貼
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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